
鯰蟷 餃 巻 頭 言 塚漑 塚

『支部長就任に当たって』

支音F長 工 藤 義 和

この度、平成21年度の秋田県支部総会において新

支部長に選任され本間先生の跡を引き継ぐこととなり

ました。

実は諸々の諸事情から、総会に先立つ支部役員会に

おいて、支部長の任にあらずと各役員の皆様に理解を

求めましたが、ご理解いただけず結果として支部長候

補に押された経緯がありました。

さて経緯はどうあれ、支部長職に任命されてしまっ

たからには、支部会員皆様の活動に出来る限りの貢献

を果たせるよう努力しなければならないと肝に命じて

いるところです。

時あたかも公益法人に対する行政当局の扱いに変革

が現れており、我々の協会も渦中の例外ではありませ

ん。具体的な課題については追々明らかになるものと

思われますが、いずれにしても個々の会員の利害に直

接影響することが想定されますので、今後の動向を注

意深く見守る必要があります。

社団法人としての中小企業診断協会は、本来会員の

会費により運用されており、政府からの補助金を交付

されている団体でもないので、行政等からの干渉を受

ける立場にはない筈ですが、中小企業診断士という資

格が国家登録となっていることから一般の社団法人と

は性格を異にしている面があります。

平成21年 11月 28日

第17号

これまで通り公益法人として認証され、協会が維持

されるよう活動するのが当面の課題であり、会員皆様

のご理解とご協力をお願いする次第です。

現在当支部は殆どの他支部同様、企業内診断士、自

営診断士、各種団体所属診断士とそれぞれ事情の異な

る会員で構成されております。

さらに企業内診断士でありながら自営診断士を目指

している会員、またその反対の事情にある会員もいる

かもしれません。

いずれにしても中小企業診断士としてビジネスチャ

ンスを求めるか、あるいは資格を活用しての社会貢献

を目指すという共通の目的を持っているものと思われ

ます。

このような共通の目的を実現するためには、どのよ

うな取組みが必要なのか会員相互の情報交換を密にし、

研修を重ねて会員間の協力体制を構築する必要があり

ます。

我々の活動が特に県内の中小企業経営の発展のため

に真に役立ち、広く中小企業経営者の人たちから感謝

されるようになることが出来れば、自ずと協会の存立

基盤が強固となるはずです。どのように努力すれば所

期の目的達成が可能か会員皆様の英知を結集して支部

運営が円滑でありますようご協力を切にお願いする次

第です。

永年にわたり前支部長の本間先生初め歴代支部長先

生たちのご指導の元に培われてきた秋田県支部の伝統

と社会的信用を汚さぬよう微力ながら勤めなければな

らないと気を引き締めているところですので、会員皆

様のご指導ご鞭撻を宜しくお願い致します。
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畿 畿 磯
退 任 の 挨 拶 聰 磯 機

本 間 良 一

入会時の思い出を述べながら少しお話させていただ

きます。私の入会年は前支部長の武田啓二さんから、

会社を退職して、商工会、商工会議所の仕事を手伝う

ようになった頃ですから平成 6年頃でしょう。「入会

したらどう」と言われての入会でした。最初の年の総

会は県庁の側の小さな料理店で五、六人の会員でした

が、それから間もなく若い人 (銀行職員)が入ってき

て二十人位までになりました。

武田支部長は会の仕事を一人で背負いこんでやって

いましのたで、大変ご苦労されたと思います。よく口

にしていた事は、他の県は会員も多く会として活動も

活発であること、それに比べると会員も少ないし、事

業もやりにくい、会報の発行、調査研究などもやりた

いもんだがと嘆いていたことが耳に残つています。こ

の構想が実現できそうな環境を作られましたが突然亡

くなられてしまいました。

新支部長 に工藤義和氏 を選 出、新た に、副支

部長 に佐瀬道則氏、理事 に小池徹也氏を選 出

平成21年 5月 23日 午後 3時より、秋田市内の 「比

内や」において、 (社 )中 小企業診断協会秋田県支部の

平成21年度通常総会が開催されました。

会員27名の内、21名 (内委任状出席 4名)の出席を

得て、本間良一支部長が議長席につき、定刻に会議は

開催されました。

会議に先立ち、本間良一支部長は、これ迄の登録更

新研修事業や調査研究事業の成果を評するとともに、

今後待ったなしの対応が求められる公益法人改革への

協力を求めました。

引き続いて議案審議に入り、「第 1号議案 平成20

年度事業会計及び決算承認」、「第 2号議案 平成21

年度事業会計及び予算承認」について総会に諮り、全

員異議なく、満場一致で可決承認しました。

支部役員の任期切れに伴う「第 3号議案 支部役員

改選」の件について、議長が選出方法を総会に諮った

この年の秋でしたか、盛岡での登録更新研修の初日

の夜、集会が催されて何の前触れもなく、私に後任支

部長はお前が適任だということで押し付けられました。

全く予測していなかった事でしたので不安でいつぱい

でしたが、幸いにして有能な理事が総務担当して下さ

るということでほっと一安心した事を覚えています。

古木総務担当理事を中心にして、前理事長が是非やり

たいもんだと言つていた、会報発行 (担 当佐瀬理事、

現副支部長)調査研究も班編成して取り組む事にして

早速実施しました。この喜びは忘れ難い思い出であり

ます。

いまさら申し上げるまでもなく、浅学非才な私が支

部長を務めることが出来ました事は、会員の皆様のご

協力によること大なるものですが、特に古木前理事、

冨野副支部長には大変ご苦労をおかけしましたこと、

衷心より感謝申し上げる次第であります。

1950年に就職して1990年退職、以来2005年 まで

働かせていただけたのは、診断業務に誘導して下され、

診断士の資格取得の機会を与えて下された諸先輩をは

じめ多くの方々のおかげと厚く御礼を申し上げます。

少しばかり思い出を綴り会員各位のご多幸と会発展を

祈念して、大変お粗末ではありますが退任の挨拶とい

たします。ありがとうございました。

ところ、理事会案の提出を求められ、理事会推薦案を

提示し、これに全員異議なく、満場一致で可決承認し

ました。

支部役員改選にあたっては、予てより本間良一支部

長から「支部体制の若返 りを図りたい。」と辞意表明

がなされており、理事会では、新支部長には工藤義和

副支部長を、新たに副支部長には佐瀬道則理事を、理

事には小池徹也会員を推薦する合意を得ておりました。

新たに選任された工藤支部長からは、「皆様の御協

力を頂き、益々の支部活動の展開を図りたい。」旨の

挨拶がございました。

総会終了後、小林憲一(財)あ きた企業活性化センター

理事長、飯塚政範秋田県信用保証協会常務理事を迎え、

和やかな意見交換会が行われました。

なお、平成21年度の主な事業は、次のとおりです。

【平成21年度における主な支部事業】

(1)中 小企業診断士登録更新研修 (理論政策更新研修)

の実施

H21・ 9/5(土 )開催
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(2)調査 。研究事業の実施

県内介護サービス事業に関する実態調査 (仮題)

調査研究事業委員会・奇数年度班 (班員11名)対応。

(3)広報活動の強化 。充実

会報の発行やホームページのリニューアルにより、

積極的な情報提供を行う。

・支部会報の発行 (年 1回 町17)

。支部ホームページのリニューアル (随時)

(41支部研修の実施

H21・ 11/28(土)15:00～ 17:00(予定)

(5)支部創立25周年記念事業及び公益目的事業

プロジェクトチームを立ち上げ、事業推進を行う。

(6)支部郵便物受取先の変更

〒010-8799 秋田市保戸野鉄砲町 5-1
郵便事業欄秋田支店 私書箱第25号

《執行齢 J》

支 部 長  工藤 義和

副支部長  佐瀬 道則

副支部長  冨野 忠雄

副支部長  村上  明

理  事  荒牧 敦郎

理  事  小池 徹也

理  事  佐々木正記

理  事  佐藤 幸治

理  事  佐藤 善友

理  事  高橋  彦

監  事  熊井 春美

監  事  佐藤 直伸

《登録更新研修実行委員会》

委 員 長  工藤 義和

委  員  佐々木正記、

《研修委員会》

委 員 長  高橋  彦

委  員  荒牧 敦郎、

冨野 忠雄

[新任]

(広報)[新任 ]

(総務)

[新任]

(支部長職指定)

高橋  彦、冨野 忠雄

佐瀬 道則、佐藤  徹、

《調査研究事業委員会》

☆奇数年度班

委 員 長  佐瀬 道則

委  員  石川  聡、栗林

佐々木正記、佐藤

高橋  彦、古木

山崎 孝二

☆偶数年度班

委 員 長  荒牧

委  員  石垣

成田

堀

祐治、小池 徹也、

直伸、杉山 健一、

智、樋 口 清行、

徹、冨野 忠雄、

俊彦、畑沢  健、

雅人

享文良『

哲矢、佐藤

広樹、畠山

辰生、三浦

《広報事業委員会》

☆会報誌班

委 員 長  佐瀬 道則

委  員  佐々木正記、堀

一No.17発行支援班―

委員長代行  樋口 清行

委  員  石垣 哲也、佐藤

辰 生

☆HP運営班

委 員 長  佐藤 善友

委  員  荒牧 敦郎、成田 広樹
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平成21年 10月 27日 、盛岡市で開催された 「(社 )中

小企業診断協会 北海道東北ブロック事務連絡会議J

において、次の説明がなされました。

【新法人への移行スケジュール】

H21BY決算の終了を待つて、H22・ 5新法人への申

請を行う計画であったが、 これを 1年繰 り延べH23・

6申 請へと変更する。

理由は、①定款・規程の周知期間が必要である、②

財務諸表の添付が2年分必要であり、H21BY及 び

H22BYの 財務諸表で対応する等の理由である。

【一般社団法人認可へ向けての対応】

《基本的視点》

診断協会は、本部及び支部が一つの組織であるとの

視点である。法人格を有する支部の組織は、別途検討

する。

A 定款

①一般社団法人で事務所は東京都中央区に置く。

②現在の支部は任意の組織であり、サラッとした表現

にする。

③事業目的に「地域の実情にあった事業」の項目を追

加し、支部事業展開の芽出しを行う。

④法人の構成員に「名誉会員」を加え、学識経験者や

会長経験者を想定する。

⑤総会と理事会の機能を明確に分離する。総会をもっ

て法人法上の 「社員総会」とする。

⑥総会の定足数を、「1/3以上」から「1/2以上」にする。

⑦理事選任は、理事会でブロック枠を決定し、各ブロッ

クで選任しているが、この一括方式は難しい。原則

は 1名毎にAO、 B× と投票し、選任することとなる。

しかしこれでは規模の大きい団体は対応しえない。

事前に役員候補者名を提示し承認を貰う方法もある

平成21年度

秋田県支部の平成21年度理論政策登録更新研修は、

平成21年 9月 5日 (土 )、 午後 1時から5時迄の4時間、

秋田市の 「秋田県青少年交流センター (ユースパル)」

で、県外在住者 4名 を含む55名 の参加を得て開催致

しました。

が、実施にあたっては工夫が必要である。法人法上

の代表理事は会長、業務執行理事は専務理事とする。

③理事の役割を明確化し、責任を問われることから、

報酬を支出する。

⑨議決機関は、「総会」と「理事会」である。

⑩総会は、財務諸表確定時期の問題もあり、 6月 とな

る可能性が高い。

①剰余金分配禁止を明確にする。

B 支部設置規程

本部と支部は一体の組織であり、現状の様に、各支

部に理事や監事は設置できない。支部長の役割につい

て検討中である。

①支部に理事は置けない。

理事→運営委員、監事→監査役

②役職者の員数制限は、支部間の規模格差があり、設

けない。

③支部長及び監査役は、支部が推薦した者を理事会が

承認する型式もある。

④総会も理事会も、その名称での会議は、支部では開

催できない。

総会→運営会議、理事会→支部運営委員会

(案)運営会議 :支部会員が参画し、年1回以上開催。

支部の運営を検討する。

(案)支部運営委員会 :支部長、副支部長、運営委

員で構成。支部運営の基本的事項について検討

する。

(案)部 :事業の円滑な運営のため部を設ける。部長、

副部長を置くことができる。

⑤正味財産計算書は、 2ヶ 年分必要とのことで、精査

が必要である。

必修科目である 「新しい中小企業政策について」は、

小林憲一(財 )あ きた企業活性化センター理事長を講師

に迎え、昨今の劇的な環境変化の中での中小企業振興

策について、多くの具体例を交えた講義を頂きました。

同じく必修科目である 「診断に関する理論及びその
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応用」では、「中小企業の再生支援」 を選択 し、

勇治(社 )中 小企業診断協会副会長を講師に迎え、

に基づく実践的な講義を頂きました。

研修終了後、有志による講師を囲んでのフォロー研

修も11名 の参加を得て、活発な意見交換が行われま

した。

小林

事例

事業執行の推移

平成21年度の事業遂行状況は、次のとおりです。

H21・ 4/25(土)監査会(秋田市中央公民館 :和室①)

H21・ 5/2(土)理事会(秋田市中央公民館 :小会議室①)

H21・ 5/2a土)支部通常総会 (比内や)

H21・ 6/14水)全国支部長会議 (代理 :冨野副支部長)

H21・ 6/20(土)支部長事務引継

(秋田テルサ和サークル室①)

H21・ 7/2ヨ土)全員協議会 《支部創立25周年記念事業

及び公益目的事業について》

(秋田テルサ第 1文化教室)

H21・ 8/29(土)登録更新研修委員会

H21・ 9/5(土)登録更新研修(理論政策)《55名 受講》

(秋田県青少年交流センター大会議室)

H21・ 10/2ヨ日)全員懇談会 《支部創立25周年記念事業

及び公益目的事業の推進について》

(秋田テルサ第 1リ ハーサル室)

H21・ 10/271日 )北海道 。東北ブロック事務連絡会議

(支部長、冨野副支部長出席)

H21・ 11/6(金)平成21年度第 2回全国支部長会議

‐ ‐ 翻 餞 荘 鷺 ■ rl■● ■ ■ 了 す 77奮
H21・ 11/28(土)支部研修 (ふきみ会館)

テーマ モットーは現場主義

H22・ 2    支部創立25周年記念事業

H22・ 2/28 調査研究事業報告書完成(秋田テルサ第 1文化教室)

-5-



① 1947年

②財団法人あきた企業活性化セ

ンター

③社会人として十数年経過し、壁に突き当たっていた

ところ、中小企業診断士という資格と、資格を取得

するために 1年間学生生活が満喫できるという情報

を入手しチャレンジした。

④すべてに関心がある。

⑤釣り、山歩き

⑥誠

⑦これといった特徴がないのが特長であると思ってい

ます。

三 浦 雅 人

① S50.1.22

②秋田銀行 営業支援部

③会社の中小企業大学校への派遣制度に申込みし、入

学・卒業しました。

④経営支援全般

⑤ゴルフ

⑥虚心坦懐

⑦主に銀行の営業店行員のサポートをしておりますが、

実際の企業訪問 。支援も行っております。お手伝い

できることがあれば、お声かけください。

崎山

『レンズの話』
～ その 1～

中小企業診断士

樋 口 清 行

眼鏡レンズがいつ頃から出回つたのか、大体 15世

紀末ごろにはヨーロッパで実用化されていたらしい。

レンズには両面を球面にした凸レンズと凹レンズがあ

り、入射角の違うレンズを様々に組み合わせて、収差

を補正し正しい像が得 られるようにする必要がある。

これを望遠鏡に応用して58回 もの天体観測の結果、「そ

うして真夜中に太陽が静止している。この美しい殿堂

の中でこの光 り輝くものを四方が照らせる場所以外の

何処に置くことができようか。在る人々がこれを宇宙

の瞳と呼び、他の人々が宇宙の心といい」と書いて地

動説を唱えカ トリック世界を震撼させたのが、ポーラ

ンドのコベルニスク (1473-1543)で ある。ティー

コ 。ブラーエ (1546-1601)も デンマーク王フレデ

リク 2世 に仕えウラニエンボルク天文台を建て20年

間惑星観測の結果、月と太陽が地球の周りをまわ り、

惑星は太陽の周りをまわるという独自の宇宙像を唱え

た。ガリレヲ・ガリレイ (1564-1642)は 1609年

に自らの観測に使う望遠鏡を自作して実用化に貢献し

ている。ガリレヲは 「私の推論はこうだ。一枚のレン

ズか、複数のレンズか、そのどちらかが仕掛けには必

要だ。だが、それは一枚のレンズでは成 り立たない。

…したがって凸と凹の組み合わせで何ができるかを見

つけるほかはなくなった」と回想している。制作した

望遠鏡をベネチア総督とトスカナ大公に献呈して支持

を仰いでいる。ブラーエの弟子ヨハネス・ケプラー

(1571-1630)も 師に冷遇されながらも師の死後フ

レデリク 2世に仕えながら師の観測資料を使い、火星

を中心に惑星の運動研究に没頭して、ニュー トンの万

有引力の法則から惑星運動の三法則、惑星は太陽を中

心に楕円軌道を描くこと、惑星と太陽を結ぶ動径は等

時間に等面積を描くこと、惑星の公転周期の二乗は大

陽からの平均距離の三乗に比例することを導き出した。

ケプラーもまた自分でレンズを磨いて、像は倒立する

が視野は広く倍率を高くできるケプラー方式の望遠鏡

を考案した。近世哲学の創始者ルネ・デカル ト (1596

-1650)は 「屈折光学Jを 1637年 に発表しケプラー
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は裕福なユダヤ系の家系に生まれ、子供に職を身につ

けさせる伝統に従って、眼鏡屋に奉公にだされている。

哲学者としてのスピノザは主著 「エティカ」により、

神は絶対無限の存在者であり、神の本質を物質界と区

別する理由はなく、神は自然と同じ法則のもとにある

ものであると述べ無神論者の刻印を押され、アムステ

ルダムで事実上の亡命生活を余儀なくされ、生計を支

えるためにレンズ磨きを生業として暮らしていた。実

用レベルのレンズ研磨ではこれら哲学者の中で右にで

るものはいなかったらしい。 (つ づく)

*************************************************

式望遠鏡の改良に、放物線や双曲線の回転面を用いた

非球面レンズの必要性を説いている。 ドイツのハノー

ファ家に仕えたライプニッツ (1646-1716)は 青年

期から光学やレンズ研磨に興味を抱き非球面レンズの

制作にとりかかった。スピノザにレンズの改良に関す

る小論文を送っている。英国のニュー トン (1642-
1727)は 万有引力のほかに、光のスペクトルと微積

分方をライプニッツとほぼ同時に発見し、1668年 に反

射式望遠鏡を発明、ニュー トンリングを観測して光の

粒子説を展開した。オランダのスピノザ (1632-1677)

～ その 6～

中小企業診断士

『般若心経とは』V

樋 口 清 行

最初に前回述べた二元論と一元論について、補足し

ておきたい。仏教では、二元論的対立構造の思考方法

そのものが人間に葛藤と苦悩をもたらす、そもそもの

原因であると指摘している。二元論では予測不可能の

事態に直面して、否定的側面のみに着目する論理構成

も逆に楽観的側面のみに着目して論理を組み立てるこ

ともできる。国会答弁でよくやりとりされる間答形式

がこれである。一方の論理的立場によって答弁してお

いて、事態がその通りに推移しなかった場合、あの時

こう言つたではないかと言質をとられる。そうした事

態を避けるため小泉首相がよく使った手が、仮定の質

問には答えられないという方便である。予測不可能の

事態に対して、一貫した論理構成でもって政策を提言

できても、予測効果と政策によって誘発される現実と

は、常に乖離がつきまとう。二元論では可変的な要因

を事前に完全には把握できないといってもいい。例え

ばここに泣いている子どもと手のみが写っている写真

があるとする。写真をみてある人は叩かれたから子供

が泣いていると思い、またある人は泣いた子供を撫で

ようとする親の手だと思うであろう。手の持ち主の顔

も見えないし、周囲の状況も分からない中での判断を

迫られた場合、人は思い込みに組ってしまうのである。

人の評価でも自分の親しい友人がある人のことを、こ

のように噂しているからその通りに違いない。そのと

おりに決まっている、あの人はこういう人だというイ

メージを自分の心の中で勝手に作 り上げてしまう。こ

れが十二縁起でいう、無明 。行・識 。名色までのプロ

セスであり、さらに苦しみと怒りを伴うわだかまりを

生起させることになる。自分自身の根本的な無知をほ

しいままにして、評価される本人があずかり知らぬと

ころで、本人とは全く異なった悪しき人物像を横行さ

せてしまうことになる。バイアスで歪んだデータや静

止画像を並べたてて怒りを蓄積させるようになる。こ

れが社会現象となったのが風評被害であるのは言うま

でもない。逆に人間のこのような習性を利用して、某

有名タレントが愛用している何とか化粧品、サプリメ

ント、黒酢など原価率10%以下広告宣伝費35%以上

の高額の商品を売りつけて、女性や高齢者から金を絞

り取ろうとするコマーシャルなど枚挙にいとまがない。

効能のある商品そのものではなく、期待感という妄想

を売り物にしているわけである。

では一元論の立場ではどうか、どちらの見方にも組

みしない。イエスかノーかと問われたらイエスエンド

ノーと答える。それならただの鰻論法ではないかとい

われそうだが、話はこれからである。仏教では縁起と

無常観を思考の根底に置いている。ある現象が生起す

るには、必ず生起させる原因と条件があるはずである。

また、無常観の立場からは、現象は常に移り変わるも

のである。アングロサクソン系の言語は、現在形、過

去形、過去完了、未来系、近未来形など時節をきちん

と分節した形式を順守して、思考が成り立っている。

ところが釈迦が説法する際に用いたマガダ語に近いパー

リ語は、名詞、動詞に役割を表す接尾辞を付けて様々

な変化を言い表す言語体系になっていて、前者が各時

制の静止画を積み重ねるのに対して、後者はまるで現

在進行形の動画のような言語体系となっている。こう

した言語体系の柔軟性が仏教の一元論の根幹にあると

思われる。

つまり、現象を見るときはじめから一定の固定した

見方をせずに、それから離れて変化する諸要因にもは
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じめから着目して、現象が生起するプロセスを予測す

る立場をとっているのである。これに十二因縁の論理

公式を当てはめて、順観と逆観を行うことでより整合

性の高い洞察力に富んだ観点を獲得できるのである。

どちらの立場が誤謬をより排除できるのであろうか。

禅仏教の世界では、公案や問答により相対立する二元

論的観点から離れて、覚醒と自覚による行動を促す訓

練を修行体系の中に組み入れて、修行者に迫ってくる。

自分が担っている役割で、今何を為さねばならないか

の優先順位を瞬時に把握して行為できるようにするた

めである。ここには妄想による私見を挟む余地もなけ

れば、未来の予測による危惧の念を抱く余地もない。

ただ今現在の当為があるのみである。よく畢寛如何、

つまりお前の言うことそれがなんだという問いを繰り

返し、常に存在意義の根本に迫ることを人に求めるの

である。ここではあらゆる観念の営みは胡散霧消して、

頼るべき何事もない状態、空っぽといってもよい、吊

るされた風鈴が東西南北の風に即応してチリリンチリ

リンと鳴り出すようなものである。北風は気に入らな

いから鳴らさないでは済まないのである。この境地を

一度体験して、不退転を持続できればお悟りの目が開

けたといって、師家から公案を通ったことを認められ

るのである。こういう人間はペテンには掛からないば

かりか、瞬時に相手を見抜いてしまう。こういう師家

の前に立つのは、本当に怖い。下手なホラー映画を見

るような怖さではなく、師家のギロッとした一瞥と鼻

先で笑われて、見透かされたという戦慄が体中に走る

のである。蛇に呪まれた蛙とでも言おうか進退極り脂

汗を流すだけである。一生平穏に過ごしたければ、で

きるだけこの種の人間には逢わない方がよい。しかし、

会うべき時節には厭でも出会ってしまうものである。

(つ づく)

****

の皆様、商工指導団体の皆様、行政機関の皆様等これ

まで御協力頂きました方と共に、25周年記念事業を開

催致します。

現在、プロジェクトチームで事業内容を検討中です。

事業内容が確定次第御案内申し上げますので、よろし

くお願い致します。

*********************************************

(社 )中 小企業診断協会秋田県

支部では、毎年11月最終土曜日に、

公開で支部研修を行っております。

今年度は、県内道の駅で売上

高 トップに躍 り出た 「まめでら

が～ 道の駅 十文字」を運営

する、輸十文字 リーディングカ

ンパニー 小川健吉代表取締役社長を迎えて、御講演

を頂くこととなりました。

明日を切り拓くエネルギーに満ち溢れたお話を頂け

るものと期待しております。多数の方の御参加をお待

ち申し上げます。

日 時  H21年 11月 28日 (土)午後 3時～ 5時

場 所  ふきみ会館(警察共済組合秋田県宿泊所)

秋田市山王 5-9-6
講 師  小川健吉 欄十文字リーディングカンパ

ニー代表取締役社長

演 題  モットーは現場主義

立25周年記念事業開催のお知
・
らせ1

(社 )中 小企業診断協会秋田県支部は、昭和59年 の創

設以来25年 を迎えました。

この節目の年を迎え、平成22年 2月 に、中小企業

談蚕面薦繭 菱
||■●■
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―
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「
簗

(社 )中小企業診断協会は、経営コンサルタントの唯

一の国家試験である中小企業診断士の有資格者により

構成されている団体です。

厳しさを増す経営環境の中、様々な局面に対応して

いる中小企業経営者の皆様への支援の一環として、商

工指導団体等と共同して、無料経営相談会を企画致し

ております。

日程の詳細につきましては、ただ今折衝中です。

硼
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